アメリカ合衆国大統領　ジョージ・ブッシュ殿　

イスラエル軍のレバノン攻撃擁護を中止し、

即時停戦の行動を求める要請書

　

いま、イスラエル軍の侵攻によってレバノンの国土と国民は全面的な破壊と危機に直面している。ヒズボラとの衝突を機に開始されたこの軍事攻撃が、イスラエルの自衛権の範囲をはるかに超え、民間人攻撃を禁じている国際法を乱暴にじゅうりんする極めて非人道的な侵略・犯罪行為であることは明白である。イスラエルへの巨額の軍事援助をはじめ、決定的な影響力をもつ貴国が、この無法行為を擁護し、軍事行動の継続を支持し、即時停戦を妨げていることを見過ごすことはできない。

われわれは、帰国によるアフガン、イラク戦争・占領とあわせて中東と世界の平和を脅かすイスラエルのレバノン攻撃に反対し、貴国政府が、即時停戦を妨げることなく、国連を中心とした平和的解決に踏み出すことを強く要求する。
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